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知の融合の場「未来世紀都市フェス 2018」をクラウドファンディングにより開催 

 

 「未来世紀都市フェス」とは、神戸大学大学院工学研究科道場「未来社会創造研究会」（通称・未来道

場）が企画・運営しているイベントで、未来社会のあり方について大学教職員・学生や一般の方々が一緒

に語って考える“知の融合の場”です。昨年度は、神戸大学未来世紀都市学研究ユニットの構成員 9 名

が、コンピュータシミュレーションによる気象予測と意思決定（気象学）や災害復興での助け合いを後押

しする法基盤（アジア法学）などの視点から未来社会を語り、約 70 名の参加者が意見を交換しました。 

 この度、「未来世紀都市フェス 2018」の開催費用を獲得することとフェスのファンを増やすことを目的

として、インターネットで寄付を募るクラウドファンディングを実施しました。平成 30 年 5 月 23 日か

ら募集を開始し、6 月 29 日までに 1,542,000 円（寄附者 105 名）のご支援をいただき、目標金額 140 万

円を達成することができました。多くの方々からご支援ならびにご協力賜り、誠にありがとうございま

した。 

今回のクラウドファンディングの寄付は、3 千円、1 万円、3 万円、5 万円、10 万円の 5 段階あり、金

額に応じてサンクスメールが届く、会場で寄付者のお名前が掲載される、報告書やパンフレットがもら

えるなどのリターンを用意しました（寄付であるため、返礼は最小限にとどめていますことをご了承く

ださい）。 

「未来世紀都市フェス」は平成 30年 11 月 10 日（土）に神戸大学百年記念館六甲ホールで開催を予定

しています。現在のところ登壇者は、内海美保氏（経済産業省近畿経済産業局）、萩原泰治教授（神戸大

学大学院経済学研究科）、尾崎まみこ教授（神戸大学大学院理学研究科）、滝口哲也教授（神戸大学都市安

全センター）などを予定しています。当日は、本学の学園祭「六甲祭」も開催されており、多くの方々の

ご来場が期待されます。 

 

 

神戸大学大学院工学研究科道場「未来社会創造研究会」（通称・未来道場）について 

未来道場は、複雑な社会問題の解決するために、専門分野に関係なく多様な人たちが集まる場所として

平成 28 年 4 月に設立されました。文系・理系学生を混在させたグループワーク形式の講義や、企業の新

規事業を考えるワークショップを開催するなどの活動をしています。 

ホームページ：http://www.lab.kobe-u.ac.jp/eng-miraidoujo/ 

 

神戸大学未来世紀都市学研究ユニットについて 

 神戸大学は、平成 7年の阪神淡路大震災の経験から継続してきた防災・減災研究を平成 29年度より「未

来世紀都市学」へ発展させ、持続可能でしなやかな未来都市の実現に向けて新たに研究ユニットを整備

しました。約 50 名の研究者がユニット構成員として、文理融合研究をおこなっています。 

第 32回学長定例記者会見資料３ 



ホームページ：http://www.edu.kobe-u.ac.jp/oair-mirai/index.html 

 

未来世紀都市フェス 2017 について 

 平成 29年 7月２日に神戸大学百年記念館にて開催しました。以下の 9名が登壇し、自らの研究を踏ま

えて未来社会の夢を語りました。 

ホームページ：http://www.lab.kobe-u.ac.jp/eng-miraidoujo/news_report/20170702_future-city-

festival/ 

20170702_future-city-festival.html 

 

 

Readyfor クラウドファンディング公開サイト：https://readyfor.jp/projects/miraifes2018 

以上 

 

本件に関するお問い合せ 

神戸大学大学院工学研究科道場「未来社会創造研究会」 

特命助教 祗 園 景 子 

E-mail: mirai@people.kobe-u.ac.jp 


